
見よ、世の罪を取り除く神の小羊だ。(ヨハネ 1:29)

太陽の下、一生懸命野球の練習をするお兄さんやお姉さんたち…心を込

めて歌をうたう歌手の人たち…工事現場でどろんこになって働くおじさん

たち…熱心に本を読んでいるお友だち…。みんな、それぞれ光輝いて、生

き生きして見えます。とっても素敵です。彼らが輝いて見えるのは、太陽や

ライトのせいだけではありません。お弟子さんたちの前でご自身が光輝い

たイエス様が、世を照らす光として、わたしたちが生き生きと生きるため

に、わたしたちの毎日が素晴らしいものとなるために、照らしているので

す。その光はもちろん、私たちも照らしてくれています。

あなたは今日わたしと一緒に楽園にいる。(ルカ 23:43)

ルイーズ・グレッグ作

ジュリア・サルダ絵

吉井知代子訳

（金の星社）

イエスの姿が彼らの目の前で変わり、顔は太陽のように輝き、

服は光のように白くなった。(マタイ 17:2)
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親友ってどんな友だちのことかな？ みんなが助けてほしい時にはそばに

いてくれるし、みんながもし間違ったことをしちゃった時には、ちゃんと教え

てくれる、そんな友だちのことだよね。聖書を読むと、イエス様はみんなの

親友になるためにやってきたって書いてあるんだ。困った時は、まずイエス

様にお祈りしてみよう。誰かと喧嘩しちゃったときは、謝る勇気をくれる。助

けてほしい時、どうすればいいかをきっと教えてくれる。イエス様はみんな

の親友だから。みんなが困っていたら、いつだって、すぐに助けてあげたい

って思ってくれているんだよ。

みなさんは、困ったとき、誰に助けてもらいますか。お母さんかな。お父さ

んかな。でも、お父さんもお母さんもそばにいなかったら、どうしますか。

そんなときには、イエス様にお祈りしてみましょう。「イエス様、わたしのこ

と助けてよ。こんなに困っているんだよ」って言ってみましょう。イエス様

はきっとこう言ってくださいます。「大丈夫。あなたはわたしといっしょに

いるよ。良く目を開いて見てごらんなさい。いつでもいっしょだよ。」って

ね。どんなときでもイエス様にお祈りしてみましょう。イエス様がおられる

楽しいところが見えてきますよ。

言は肉となって、わたしたちの間に宿られた。(ヨハネ 1:14)

イエス様が、ある目が見えない人と出会ったときにおっしゃった言葉です。

当時目が見えないことは、今よりもずっと苦しいことでした。「目が見えな

かったり大きな病気になったりするのは、その人が何か悪いことをして、神

様の罰を受けたからだ」と昔は言われていたからです。でもイエス様は

「そうじゃないよ」とおっしゃいました。「この人は神様の輝きを現すために

ここにいるんだよ。罰を受けた人なんかじゃないよ」。イエス様は今日もす

べての人にそう言って下さっています。そのことをみんなで喜べたらいい

ですね。

言っておくが、神は速やかに裁いてくださる。（ルカ 18:8）

神の業がこの人に現れるためである。（ヨハネ 9:3）

イライラする。大人も子どもも誰もが持つ感情です。

でもほんの少しの「変わらなくては」という気持ちで世界が変わって見えてきます。

みんながイライラの嵐を吹き飛ばして明るい気持ちで暮らせる毎日でありますように。

By のぐち かずね （松本・長野） By すえたけ じゅうだい（なごや希望）

By おかだ かおる（帯広）

『イライラのあらし』

「こひつじレター」のこひつじは、「子どもの羊」ということです。羊飼いの

神さまに守られる私たちは神さまの羊、こどものみんなは「子羊（こひつ

じ）＝子どもの羊」です。あれっ？でもここには「神の小羊」、同じこひつじ

でも「小さい羊」と書いてあります。私たちは小さいから「小羊」とも言う

のかな？いいえ。この「小羊」とは、特別な羊のことで、犠牲のささげもの

になる羊、という意味です。「世の罪を取り除く神の小羊」とは、イエス様

のことです。十字架にかかって私たちを救い、イエス様はささげものの「小

羊」となって、私たちを神さまの「子羊」にしてくださいました。

あるクリスマスの日一人の小さな女の子に「おめでとう」と挨拶をしたら

「ありがとう！」と大きな声で返事をしてくれました。その時ハッとしたので

す。「クリスマスはありがとうの日なんだな」と。それは、今日の御言葉にあ

るように、確かに存在されているけれどつかみどころがなかった神さま

が、幼子イエスさまとして私たちの所に来てくださったことに対する「あり

がとう」。イエスさまは、私と共に生きるため、私にいのちをあたえるために

赤ちゃんとして生まれてくださいました。もちろん、あなたのためにも。クリ

スマスおめでとう！



「魚の味噌マヨ焼き」 どんな魚にも使えます！

《魚のみそマヨ焼きとポン・デ・ケージョ》
今回は色々なお魚を美味しく食べるレシピと、ブラジル生まれのパン「ポン・デ・ケージョ」を紹介します。

「ポン・デ・ケージョ」とはポルトガル語で「チーズパン」という意味です。

ぜひ作ってみてくださいね！

<作り方>

①味噌マヨネーズの材料を合わせてよく混ぜておく。

②耐熱皿（又はアルミホイル）に油をうすく塗り、

魚の切り身をのせて味噌マヨネーズを塗る。

③グリルで７～８分焼いて、

美味しそうな焦げ目がついたらできあがり！

☆火が近くて上にのせた味噌マヨが焦げるのが心配な場合は、

最初に魚だけを５～６分焼いて８割方火を通し、

そのあと味噌マヨをのせてあぶる程度に焼きます。

<材料>

・白玉粉 １００g

・ベーキングパウダー

小さじ１/４（２つまみ程度）

・粉チーズ ５０g

・卵 １個

・牛乳 ５０㏄

・油 大さじ１

☆火が近くて上にのせた味噌マヨが焦げるのが心配な場合は、

最初に魚だけを５～６分焼いて８割方火を通し、

そのあと味噌マヨをのせてあぶる程度に焼きます。

「ポン・デ・ケージョ」 砂糖なし！混ぜるだけ！カルシウムたっぷりでお子様のおやつにもピッタリ！
黒ゴマを混ぜても香ばしくてミネラルも UP☆

ホームページ http://tngkohitsuji.html.xdomain.jp/ メール tng@jelc.or.jp

<材料>

・魚の切り身 ４切れ

（どんな魚でも合います）

・味噌マヨネーズソース

味噌 大さじ２

マヨネーズ 大さじ２

みりん 大さじ半分

<作り方>

①ボウルに白玉粉、ベーキングパウダー、

粉チーズを入れて混ぜ、そこに卵と牛乳、

油を加え、よく混ぜる。

②この状態ではまだ白玉粉の粒が残っている

ので、乾燥しないように表面にラップを貼り付け、

冷蔵庫で３０分～１時間寝かせる。

③冷蔵庫から出したら、なめらかになるまでこねる。耳たぶくらいの硬さになるよう、

水分が足りなければ牛乳を少しずつ足しながら混ぜる。

④15～20等分にして丸め、天板に並べる。

⑤１７０℃に余熱したオーブンで 15分、膨らんで軽く焼き目がつくまで焼く。

監修：栄養士
永野智子


